
 

農
家
の
中
と
外
で
の
地
位
の
向
上

に
向
け
た
施
策
の
推
進

女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

○
「
女
性
の
参
画
目
標
」
の
策
定

　
農
協
や
農
業
委
員
会
等
の
地
域
の
方
針
決
定
機
関

　
に
お
け
る
女
性
役
員
、
委
員
の
登
用
を
促
進

　
（
全
都
道
府
県
に
お
い
て
「
女
性
の
参
画
目
標
」

　
を
策
定
済
み
。
）

○
女
性
の
社
会
参
画
促
進
に
向
け
た
地
域
社
会
等
へ

　
の
意
識
啓
発

女
性
の
経
営
参
画
の
促
進

女
性
の
経
営
参
画
の
促
進

女
性
の
経
営
参
画
の
促
進

女
性
の
経
営
参
画
の
促
進

○
生
産
技
術
や
経
営
能
力
の
向
上
の
た
め
の
支
援

○
女
性
の
起
業
活
動
に
必
要
な
技
術
・
資
金
面
で
の

　
支
援

○
経
営
に
お
け
る
女
性
の
位
置
付
け
の
明
確
化
の
促

　
進
（
家
族
経
営
協
定
の
推
進
等
）

女
性
が
住
み
や
す
く
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

女
性
が
住
み
や
す
く
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

女
性
が
住
み
や
す
く
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

女
性
が
住
み
や
す
く
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
農
作
業
・
家
事
・
育
児
・
高
齢
者
介
護
等
過
重
労

　
働
の
軽
減

○
経
営
参
画
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の
施
設
の
整

　
備
○
女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

男 男男男
女 女女女
共 共共共
同 同同同
参 参参参
画 画画画
社 社社社
会 会会会
基 基基基
本 本本本
法 法法法

食 食食食
料 料料料
・ ・・・
農 農農農
業 業業業
・ ・・・
農 農農農
村 村村村
基 基基基
本 本本本
法 法法法
( (((
第 第第第
26 262626
条 条条条
) )))

農 農農農
山 山山山
漁 漁漁漁
村 村村村
の ののの
男 男男男
女 女女女
共 共共共
同 同同同
参 参参参
画 画画画
社 社社社
会 会会会
の ののの
形 形形形
成 成成成
に ににに
向 向向向
け けけけ
て ててて

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
指
針

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
指
針

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
指
針

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
指
針

（
平
成
11
年
11
月
1日
付
け
11
農
産
第
68
25
号
）

各
局
長
・
長
官
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
、
各
地
方
農
局

長
及
び
農
林
水
産
関
係
団
体
の
長
あ
て
通
知

女
性
の
声
が
と
ど
く
む
ら
づ
く
り
に
む
け
た
方
策
の
推
進

  
女
性
の
能
力
開
発
と
農
業
経
営
に
参
画
し
い
き
い
き
と
働
け

る
環
境
の
整
備

　
　
女
性
が
農
林
水
産
業
の
担
い
手
で
あ
り
、
ま
た
、
経
営
者
で
あ

　
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
、
女
性
の
過
重
労
働
の

  
軽
減
等
を
図
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す
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又
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　農山漁村女性に対する
　　　　チャレンジ支援

平成１４年６月２８日

農林水産省

第１３回基本問題専門調査会
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農業・農村の現状

農家人口・農業
就業人口は一貫
して減少。

高齢化は急速に
進展。

農業・農村地域
の活力の低下

農家人口、農業農家人口、農業農家人口、農業農家人口、農業
就業人口の推移就業人口の推移就業人口の推移就業人口の推移
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「農業センサス」「農業動態調査報告」

百万人
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農山漁村女性の現状

農業就業人口に占め
る女性の割合は約６
割。

農業生産における重
要な役割。

就業人口に占める女性の割合就業人口に占める女性の割合就業人口に占める女性の割合就業人口に占める女性の割合
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農業農業農業農業 林業林業林業林業 水産業水産業水産業水産業

男性男性男性男性

女性女性女性女性

平成１２年「世界農林業センサス」他
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女性の社会
参画の促進

女性の経営
参画の促進

女性が住みやす
く活動しやすい
環境づくり

男女共同参画社会の
実現・定着

エンパワー
メント

環境整備

意識啓発

男女共同参画社会実現のための取組
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意識啓発Ⅰ　女性の社会参画の促進
　１）現状

地域の方針決定の場への参画の状況は
著しく低い。

男性男性男性男性

女性女性女性女性

農業委員　　　　　　　　
９８．２％は男性

平成１１年１０月現在　　　　　　　
構造改善課調べ

農協の正組合員　　
８５．７％は男性　

農協の役員　　　　　
９９．４％は男性

平成１２年事業年度末現在　
協同組織課調べ
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２）施策の方向

「女性の参画目標」の策定

　 農協や農業委員会等の地域の方針決定機関に

おける女性役員、委員の登用を促進

女性の社会参画促進に向けた地域社会等
への意識啓発
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３）具体的な取組例
①ＪＡの取組

第２２回ＪＡ全国大会で設定された女性の
参画目標

正組合員加入：正組合員における女性の割
　　　　　　　　　　 合を２５％

女 性 総 代：全体の１０％

理事への就任：合併ＪＡにおける女性理事を
　　　　　　　　　 　２名以上　
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②農業委員会の取組

全国農業会議所「農業委員会系統組織の改革
プログラム」（平成１３年１月３１日）

「一農業委員会当たり複数の女性農業委員の設置」
を目標

農林水産事務次官通知（平成１４年５月１３日）

「青年・女性農業者、認定農業者等の担い手で農業・
農村の活性化について学識経験のある者」を欠くこと
のないよう推薦及び選任がなされることが望ましい。
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４）地域で活躍する女性（事例①）

農業委員として活躍するＨさん（岩手県）

農地の有効活用を促進しようとするＨさんは
「他人の財産に口出しするな」と言われながら
も、「時間をかけてじっくり」と解決。

＜岩泉町・食と農を考える女性の会＞にも参
加し、「規格外野菜を給食センターに買い取っ
てもらい、地元の子供たちに食べさせたい」な
どの要望をふまえ、新しい仕組みづくりに奔走
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農協役員として活躍するEさん（長野県）

女性部が、健康管理、福祉活動に取り組む中
で、女性達の要望により、特別養護老人ホー
ムが誕生。

こんにゃく加工グループ「夢こん」、「ファーマー
ズガーデンやまがた」等女性の意見を活かし
た新たな施設も生まれ、地域の人からの評価
も高まっている。

地域で活躍する女性（事例②）
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エンパワーメントⅡ　経営参画の促進
　１）現状

年間決まった報酬・給
与を受け取っていな
い人が　５０％以上お
り、経済的地位はあ
いまい。

報酬・給与などの状況報酬・給与などの状況報酬・給与などの状況報酬・給与などの状況

毎月決まった毎月決まった毎月決まった毎月決まった
額を受け取る額を受け取る額を受け取る額を受け取る

年間数回決年間数回決年間数回決年間数回決
まった額を受まった額を受まった額を受まった額を受
け取るけ取るけ取るけ取る

出来高に応じ出来高に応じ出来高に応じ出来高に応じ
て受け取るて受け取るて受け取るて受け取る

必要なときに必要なときに必要なときに必要なときに
受け取る受け取る受け取る受け取る

特に受け取っ特に受け取っ特に受け取っ特に受け取っ
ていないていないていないていない

平成１１年農林水産省調べ
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女性の起業は年々増えているが、規模は零細
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500～1000500～1000500～1000500～1000

1000万円以1000万円以1000万円以1000万円以
上上上上

不明不明不明不明

売上金額は３００万円未満
が６５％

H14年　女性・就農課調べ

件
平成１３年度は７３２７件
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２）施策の方向

生産技術や経営能力の向上のための支
援

女性の起業活動に必要な技術・資金面で
の支援

経営における女性の位置付けの明確化　　
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３）具体的な取組例

①普及組織による家族経営協定の推進の取組

先進事例調査

締結農家への

継続支援、地
域への波及

家族経営協
定書の締結

関係機関と
の連携によ
る意識啓発

家族経営協定
の周知、ＰＲ

地域で核とな
る農家への重
点的活動

協定内容
の話し合い
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②農業改良資金（女性起業向け優先枠）の
創設

　担い手の創意工夫による農産物の加工等
の取組に必要な資金の貸し付け

　　　　　　女性起業向け優先枠　３０億円

　　　貸し付け条件

　　　　利率 ：無利子

　　　　償還期間：１０年以内（据え置き３年以内）

　　　　貸付限度額：個人　１，８００万円

　　　　　　　　　　　　 法人　５，０００万円
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経営の担い手として活躍するＨさん（岡山
県）

洋花類を中心に少量多品目の切り花を栽培
（４０a）
栽培と販売のデータを蓄積、分析し経営に活
用。将来有望と思われる品種を常に試験栽
培し、切り替えをスムーズに。

　「ＪＡかさやラークスパー研究会」の会長とし
て地域の指導を行い、産地全体のレベルアッ
プにも貢献。

４）地域で活躍する女性（事例③）
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新たな分野の担い手として活躍するＹさん
（佐賀県）

甘夏生産者の女性４名のグループの代表

試行錯誤の末、＜むかずに食べる甘夏＞果
実感覚の「呼子夢甘夏ゼリー」の商品開発に
成功。平成５年には１００万円程度の年間販
売額が平成１１年には３０００万円を超える売
り上げに。オンライン販売も実施。１０～１５人
程度の島内外の女性の周年雇用の場も創出。

　地域で活躍する女性（事例④）
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Ⅲ　女性が住みやすく活動し
やすい環境づくり
　 １）現状

家事等の時間を含め
た１日の労働時間は
女性は男性の１．２４
倍。

農林漁業者における1日平均農林漁業者における1日平均農林漁業者における1日平均農林漁業者における1日平均
  の仕事及び家事等時間  の仕事及び家事等時間  の仕事及び家事等時間  の仕事及び家事等時間

0000

100100100100

200200200200

300300300300

400400400400

500500500500

男性男性男性男性 女性女性女性女性

家事育家事育家事育家事育
児介護児介護児介護児介護

仕事仕事仕事仕事

分

平成８年総務庁「社会生活基本
調査報告」

環境整備
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２）施策の方向

農作業・家事・育児・高齢者介護等過重労
働の軽減

経営参画と子育ての両立のための施設の
の整備

女性農業者のネットワークの充実
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３）具体的な取組例

アグリサポートセ
ンターの整備

　 女性農業者による特産
品開発や農産物加工等
のための機能と育児、
健康管理等のための機
能を備えた女性の活動
を総合的に支援する施
設の整備

直売施設・農村レストラ
ン等

起業実習室

研修室

託児室（保育室）

女性健康管
理室

経営参画と子育
ての両立支援

児童室

　アグリサポートセンター
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４）地域で活躍する女性（事例⑤）

岩手県胆沢町Ｗグループ

農村の若い女性たちが集まり、子供の面倒を
見ながら出来ることをやろうとグループを発足。
子連れで集まり、当番で子守をしながら、トレー
ニング農場を活動の拠点として、農業技術研
修を受け、生産を開始。

　子育てと経営の両立を実現。
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上への（垂直型）チャレンジ支援

農業経営への参画促進

政策・方針決定の場への参画促進

横への（水平型）チャレンジ支援

起業などによる経営の多様化

Ⅳ　今後の課題
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農業初心者向けの能力向
上、交流促進

若葉マーク
女性

家族や地域の子育てサポー
ト体制づくり

出産・子育
て期

経営管理、男女共同参画
推進に関する能力向上

次世代リー
ダー

ロールモデルとしての活躍
を期待

女性エキス
パート

女性のライフステージにあわせた
支援の充実

垂直型チャレンジの支援
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水平型チャレンジの支援

• 農業を起点とした新たな分野（加工、
グリーンツーリズム）への進出

• ＩＴ化の推進による起業活動の高度化

女性起業家の育成

「食」と「農」の再生のための取組

• 農村女性と消費者との交流
• 女性の視点からみた「食」と「農」に関する
情報収集・発信・意見交換
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Thank   you


